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≪博士論文要旨および審査報告≫
市橋一郎 栃木県における横穴式石室の研究
――学位請求論文――
 論文要旨 市橋一郎
古墳時代の列島内の政治形態は広域首長連合による統治であったとされている。
その広域首長連合の紐帯となっているもののひとつとして，象徴物としての墳
墓――古墳がある。古墳という墓制には，階層性が現出しており，しかもその副
葬品は多彩であり，威信財的な遺物も含まれている。この古墳の動向から広域首
長連合の動向ひいては国家形成過程の一部を構築できるのではないか。
ここでは古墳時代後期の関東における国家形成過程を古墳から明らかにしてい
くことを検討したい。対象としては，古墳時代後期から終末期まで継続する横穴
式石室を取り上げる。
本論では，日本列島における国家形成段階のワンステップである東北地方の制
覇という政治的目的のために働きかけた形跡を，ヤマト政権の東方における一大
拠点である群馬県と対象となる東北との間に位置する栃木県の横穴式石室の受容
とその展開から地元勢力の対応・動向を明らかにしたい。本論は以下のような構
成にしている。
第１章では，栃木県における横穴式石室の研究史とその問題点として，研究史
をまとめ，その問題点と課題を提示した。
第２章では，研究対象の遺構・遺物を正確に伝達するには，共通の用語を持つ
必要があるという視点から，横穴式石室を構成する要素の名称の中で，玄門構造
を構成する各部位の名称と腰石についてとりあげ，その問題点を論じた。
第３章では，栃木県における後期古墳群の様相を栃木県西部に所在する足利の
地域首長墓の集まりである常見古墳群を，ついで前方後円墳を含む古墳群として
足利公園古墳群，円墳のみで構成されている古墳群として栃木県北部の番匠峰古
墳群を論考した。最後に終末期の古墳のあり方として，散在して群をなす古墳の
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例として下野中央部の栃木市岩家古墳を検討した。
第４章では，栃木県における横穴式石室の変遷では，初めに栃木県における横
穴式石室の導入について，導入時期の古墳の紹介と横穴式石室受容の様相とその
理由を考察した。次に，有段構造の川原石積み横穴式石室にしぼり，その様相と
展開について論及し，その淵源は東海地方にあり，その伝播ルートは原東山ルー
ト，原東海道ルートと多様であることを指摘した。最後に栃木県特有のいわゆる
切石石室の出現とその意義について見解を述べた。特に最高首長層に受容された
大形切石石室の系譜や分布のあり方は重要なことであり，栃木県の場合，すでに
擬制的集団の中にある時期（６世紀中葉から後半か）に中央勢力を構成する有力
集団（この時点では代理勢力か）の介入があり，もともとあった複数系統の有力
首長が割拠し，多くの大形古墳を出現させたが，すでに大きな紐帯が強く形成さ
れていたため（所謂下野型古墳の成立），墓制へは強く現出せず，各々の石室の
構成要素にいくらかの相違が見られる程度であることを指摘した。そしてこの時
期が，東北地方への陸路交通の確立とあいまって，中央勢力が栃木県に兵站基地
を必要とした時期であったと想定した。
第５章は，栃木県における古墳時代後期の特性として，横穴式石室から離れて
ひとつは隣の上野とはその様相が異なる横穴式石室墳の須恵器供献について検討
し，いまひとつは栃木県の横穴墓について同時期の古墳との相違を明らかにしな
がら，横穴墓の分布や形態からその系譜や性格を考察した。また古墳時代後期は，
陸路の開発が顕著になった時期であり，そうした陸路の要衝地である足利・太田
地域の横穴式石室の様相から，この時期のこの地の歴史的意義を見出そうとした。
終章は，古墳時代後期において原東山道を想定し，原東山道沿いの伊那谷地域
や上野地域などの横穴式石室墳の動向を捉えることにより，当初，馬匹生産地の
設定・人員機材の搬送そして馬匹の搬入に設営した原東山道が，ヤマト政権の東
北地方への政治的経営のツールとなった実態の一部が表出されるよう務めた。
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 審査報告
（主査） 専修大学文学部 教 授 土生田純之
（副査） 専修大学文学部 教 授 荒木 敏夫
（副査） 専修大学文学部 教 授 高久 健二
（副査） 群馬県文化財保護審議委員会委員 右島 和夫
審査委員会は，提出された本論文を問題関心，研究の先進性，論文構成の説得
性，研究の到達点，考古資料収集の広さと実証性，将来展望の観点から審査した。
また，口述試験において，直接，請求者本人より上記の審査観点についての判断
材料を得た。
１ 論文の骨子と評価
本論文は，栃木県における横穴式石室を分析することによって，同地域がヤマ
ト政権と接触し，やがては政権の版図に完全に取り込まれていく過程を描き出そ
うとした。また下毛野（下野）は，後の律令時代に中心となる思川・田川流域地
域の他に，本来那須や足利地域など，様々な異なった特徴のある諸地域が集まっ
て構成されている。こうした下毛野地方が律令期に一体となる要因をも抽出しよ
うとした意欲作である。
まず第１章では，栃木県における横穴式石室研究の歴史を簡単に振り返ってお
り，２章以後に展開する諸論考のプロローグとなっている。
ところで，本論文は古墳時代後期の代表的墓制である横穴式石室を素材として
いるが，横穴式石室は単に墓制に止まるものではなく，優れて政治的産物でもあ
ることはすでに多くの論考によって実証されている。ただし，研究者間に用語を
めぐる若干の混乱が認められる。このため，第２章では市橋氏が本論考で使用す
る用語について，研究史をひもといた上で説明を行って自らの立場を明らかにし
ている。こうした研究は地味ではあるが，多くの研究者が用語を所与のものとし
て十分な吟味なく使用する現状と比して，以下に述べるように研究史を大切にし
て実直に対象に向かう市橋氏の研究姿勢を顕著に表したものと評価できる。
第３章から第５章は本論文の中核をなす諸論考が納められている。いずれも栃
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木県に在住する著者ならではの論考で，幾度も現地に足を運び，丹念に観察した
記録に基づいた労作である。著者の研究に対する特徴は，以下の二点に集約され
る。すなわち，納得するまで足を運び，細部に渡るまで観察すること。研究
史を丹念に追いかけて，これまでの研究経過を完全に把握した上で自らの見解を
表明しようとする姿勢。
さて，は，学問上当然の姿勢ではあるが，写真や図面に過度に頼り，中には
現地に赴かずに執筆する研究者も認められる中，特に若い研究者のお手本となる
べき姿勢である。は市橋氏の真骨頂ともいえ，諸研究機関を訪ねて資料の掘り
起こしに成功している。
こうして把握した栃木県下における横穴式石室展開の背景を探るため，終章で
は視点を拡大して群馬，埼玉，長野など周辺地域との比較から原東山道ともいえ
る道を復元した。こうして，新来文化たる横穴式石室が，単に新しい墓制の伝来
に止まるものではなく，ヤマト政権との直接的，間接的交渉の波の中に含まれる
ものであることを見出した。
本論文で最も注目されるのは，やはり丹念に文献を整理した上で現地を幾度も
踏査した姿勢であり，その結果これまであまり注目されることのなかった小群集
墳にも，大型古墳同様の歴史的背景とそれによる展開が認められることを見出し
たことであろう。そしてこれまで栃木県在住研究者をはじめ誰もなしえなかった
同県所在後期古墳を文字通り総合的に検討したことにある。その結果，栃木県下
の後期古墳時代の様相がこれまで以上に鮮明になったことがあげられるのである。
２ 今後の課題
本論文は，以上のように研究史を丹念においかけた上で問題の所在を明確にし
て，栃木県下の後期古墳時代を浮き彫りにした労作であるが，なお解決すべき課
題やさらに論証を深めなければならない論点がある。今後の研究に期待するため
にも，以下このことについて整理しておきたい。
まず，須恵器の石室内埋納について，著者は孔子における祭祀，すなわち釈
奠との関連を指摘する。しかし，横穴式石室に埋納された須恵器から直ちに釈奠
を導くことは地理的にも，歴史的にも，そして何よりも両者の儀礼体系の相違か
ら難しいだろう。あるいは著者は系譜の根元としての関係であり直接的関係では
ないというかもしれない。しかし，考古学上の資料を上すれば多くのものが中
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国にやがてたどり着く。こうして得た系譜に基づいて両者の関係を議論すること
は，その中間の膨大な変化の過程を一つ一つ丹念に追いかけることなくしてほと
んど意味をなさない。本論はその可能性を指摘するにとどめるべきであろう。
次に周辺地域との比較について。確かにこうした研究方向は重要であるが，原
東山道との関係を導くのであれば，東山道とは関係のない地域との比較をも行う
ことによってその結論の正当性を保証しなければならない。特に栃木県下の石室
（横穴墓）については，東京都や神奈川（南武蔵，相模），あるいは茨城県下（常
陸）の古墳とも共通する部分があり，こうした地域との比較を十分に行わないま
までの結論（東山道を通じた横穴式石室の受容）は，かえって信頼性を弱めるも
のといわざるをえない。今後こうした地域との比較をも十分に行う必要があろう。
最後に論文のタイトルについて。古墳時代を対象とする論文に現代の行政区分
である栃木県という地名を使用することは著しい違和感を覚える。確かに下毛野
は本来思川，田川流域を中心とした狭い範囲に止まり，足利地域は上毛野との強
いつながりを示している。また那須地域は全く別個の世界を形成していた。従っ
て，安易に下毛野という用語を用いるべきではないと言う著者の主張は理解でき
る。しかし，そうではあっても現代の地名を使用することには，やはり無理があ
ろう。そうであれば，むしろ下毛野の成立という観点からこれらのいくつかの地
域が統合されていく過程を，横穴式石室を通して復元するべきではないか。今後，
是非こうした観点からの研究を続けることを期待したい。
市橋氏はロ述試験において，こうした指摘を踏まえ今後も研究を続けることを
表明されており，ますます若い研究者のお手本となるような持続的研究がなされ
ることを期待する。
３ 口述試験
土生田，荒木，高久，右島の４委員によって行われた。４委員からの総括的質
問と個別的な質問に対し，市橋氏は適切かつ明快に答え，十分に対応したと判断
できた。なお，傍聴者は６名であった。
審査委員会は市橋氏の学位（博士・歴史学）請求を妥当ものであると判定する。
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